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知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 Ａ家族・家庭と子どもの成長

１．幼児の生活と家族

①幼児のころと今の自分

○幼児期への関心をもつ。

・自分の幼児期をふり返り，幼

い頃の夢やエピソードなどを

まとめる。

【Ａ（２）ア】

②幼児の体の発達

○幼児の身体の発育について，発達の

方向性や順序性とともに，個人差があ

ることを理解する。

・幼児と今の自分の脈拍の違いについ

て知り，幼児の体の発達の特徴につい

て考える。

【Ａ（２）ア】

③幼児の心の発達

○幼児の言語・認知・情緒・社会性等

の発達について理解する。

・家族に抵抗する幼児を想像し，幼児

の心の発達の特徴について理解する。

【Ａ（２）ア】

1

１ ・幼児の身体の発育について，発達の方

向性や順序性とともに，個人差があるこ

とを理解する。

・幼児の体の発達の特徴について理解し

ている。

（ワークシート・プリント・テスト）

・幼児の心の発達の特徴について理解し

ている。

（ワークシート・プリント・テスト）

・幼児との関わり方について問題を見い

だして課題を設定している。

（ワークシート）

・幼児の身体の発達の特徴について理解

している。

（ワークシート・プリント）

・幼児との関わり方について，課題の解

決に主体的に取り組もうとしている。

・幼児との関わり方について，課題解決

に向けた一連の活動をふり返って改善し

ようとしている。

5 ④発達にとってのおとなの役割

○子どもが育つ環境としての家族や周

囲のおとなの役割について理解する。

・幼児が基本的生活習慣を身につけて

いく過程での家族や周囲のおとなの役

割を考える。

【Ａ（２）アイ】

⑤遊びが必要なわけ

○自分の実践的・体験的な活動を通し

て，幼児にとっての遊びの意義を理解

する。

・幼いころに遊んだ経験を思い出し，

幼児がいろいろな遊びで育つ力につい

て考える。

【Ａ（２）ア】

1

１

・子どもが育つ環境としての家族の役割

について理解している。

・幼児の１日の生活を見て、生活習慣に

ついて理解する。

（ワークシート・プリント・テスト）

・幼児にとっての遊びの意義について理

解している。

（ワークシート・テスト）

・幼児との関わりについて解決策を構想

している。

・幼児の1日の生活を見て、生活習慣につ

いてまとめることができる。

・子どもが育つ環境としての家族の役割

について考える、まとめることができ

る。（ワークシート・プリント）

・遊びの意義について考察することがで

きる。　（ワークシート・テスト）

・幼児の生活習慣について関心をもって

取り組もうとする。

（ワークシート・プリント）

6 ⑥遊びを支える環境

○幼児にとって遊びは生活そのもので

あり，十分な遊びを経験できる環境が

重要であることを理解する。

・幼児のために工夫された遊び道具や

遊び場所について調べ，遊び道具の役

割や遊ぶ環境について考える。

【Ａ（２）アイ】

1 ・遊びの役割を理解する。

・遊びの種類を理解する。

（ワークシート・プリント・テスト）

・遊びの意義について考察することがで

きる。

・遊びの様子から、遊びの役割に気付

く。

・遊びと発達の関連を考え、まとめるこ

とができる。

（ワークシート・プリント・テスト）

・よりよい生活のために，幼児との関わ

り方について，生活を工夫し創造し，実

践しようとしている。

（ワークシート・プリント・授業観察）

７

８

⑦幼児と遊ぶおもちゃづくり

〇幼児の発達を理解し、おもちゃの製

作をする。

・製作用具、安全を考えて製作する。

【Ａ（２）アイ】

6 ・おもちゃの条件を知り、安全性に配慮

する。

・安全で丈夫な作品の製作ができる。

・習得した技能を活用して製作できる。

（製作ノート・ワークシート・作品・テ

スト）

・幼児の発達に応じた遊び道具を工夫し

ている。

・計画を立てて、製作に取り組む。

・おもちゃの条件を知り、安全性に配慮

する。

（製作ノート・ワークシート・作品）

・幼児に関心をもって，おもちゃ製作を

している。

（製作ノート・授業観察）

９

10
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11

12

⑧幼児のおやつ作り

〇幼児の体の特徴を振り返り、必要な

栄養を理解し、おやつづくりを計画

し、行う。

【Ａ（２）アイ】

2 ・幼児の栄養の特徴をとらえ、おやつづ

くりの方法を知る。

・幼児の栄養の特徴をとらえ、おやつづ

くりができる。

（プリント・実習計画書・テスト）

・幼児のおやつに適した調理法を工夫で

きる。

（プリント・実習計画書）

・幼児の栄養に関心をもち、積極的に調

理に取り組む。

（実習計画書・授業観察）

１

２

２．家庭生活と地域のかかわり

①家庭生活と地域での活動

○家庭生活は，地域との相互のかかわ

りで成り立っていることを理解する。

【Ａ（３）アイ】

②多様な人びとが暮らす地域

○地域で多様な人びとが暮らせるため

の工夫を理解する。

・ピクトグラムなど誰もが暮らしやす

い地域づくりのための工夫を知り，理

解する。

【Ａ（３）アイ】

③地域に暮らす高齢者

○地域で活動する高齢者や，見守りが

必要な高齢者などさまざまな高齢者が

いることを理解する。

【Ａ（３）アイ】

2 ・家庭生活は地域との相互の関わりで成

り立っていることを理解している。

（ワークシート）

・高齢者など地域の人びとと協働する必

要があることについて理解している。

（ワークシート）

　

・介護など高齢者との関わり方について

理解している。

（ワークシート）

・地域の人びとと関わり，協働する方法

について問題を見いだして課題を設定し

ている。

（ワークシート）

・高齢者と関わる方法について問題を見

いだして課題を設定し，解決策を構想し

ている。

（ワークシート）

・家族や地域の人びとと協働し，よりよ

い生活の実現に向けて，家族・家庭や地

域との関わりについて，課題の解決に主

体的に取り組もうとしている。

（ワークシート）

・高齢者との関わり方について，課題の

解決に主体的に取り組み，課題解決に向

けた一連の活動を振り返って改善しよう

としている。

（ワークシート）

3 ４．幼児とのふれ合い

①ふれ合い体験の前に

○幼児とのふれ合い体験について自分

の課題をもち, ふれ合うときの留意点

を理解する。

・さまざまな幼児がいることを理解し

幼児との接し方を考える。

【Ａ（２）アイ】

②ふれ合い体験をする≪保育体験≫

〇幼児とのかかわり方について身につ

けた基礎的・基本的な知識を活用し工

夫してふれ合う。

・幼児に合った接し方や遊びを

工夫し，考える。

【Ａ（２）アイ】

③ふれ合い体験をふり返る

○幼児とのかかわり方について，感じ

たことや考えたことを話し合い，幼児

への理解を深める。

・幼児との触れ合い活動を通し

て，学んだことを発表する。

【Ａ（２）アイ】

2 ・幼児にとっての遊びの意義をふれ合い

体験を通して分かったことをまとめるこ

とができる。

・自分の課題に沿って、まとめ方を工夫

し課題の解決ができる。

・遊び方やかかわり方を工夫し、課題を

もって幼児とふれ合うことができる。

（ワークシート・レポート・テスト）

・ふれ合い体験を通して，自分の家庭で

の役割を考えることができる。

・家庭や家族の基本的な機能を理解し、

家族関係をよりよくすることを考える。

（ワークシート・プリント・レポート）

・課題解決に向けて，製作したおもちゃ

の活用を工夫し，解決しようとしてい

る。

・どのくらい成長しているか、どんなこ

とができるようになっているかがわか

る。

（ワークシート・レポート・授業観察）

・ふれ合い体験を通して，自分の家庭で

の役割を考えようとしている。

（ワークシート・レポート）


